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拝志小学校大規模改造工事

般会計予算執行状況

61億620万3千円

34億7，207万 1千円(収入率56.9% )
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h h 日 且 日
ヰー 目

地方
日T 税問I {百県支出金

国庫
繰越金

分担金
繰入金 財産収入

f史用料
諸収入

J也 方
交 付税 支 出 金 及負担金 及手 fk 科 設与税{也

F 算堤富目 1. 65�. 653 1.562.012 527.100 656.994 524.433 390 , 449 214 , 880 76 , 107 29 , 625 71 , 056 81 , 679 314.215 

~l( 入済傾 1. 534, 835 847 , 230 。 29 ,855 38 , 482 819.332 51, 442 。 411 31.574 22 , 629 96 , 281 
L_  

国 ~ 予算現額 611意620万3千円
~1 支出済額 19億3，652万 1 千円(執行率3 1.7% )

7 I 31.7% 、単位干同}
ト

支出済2示額￥ 

ト~.OLnA
2-一一

科 Id IJ 木賢 lt主E 林業水費教 育 費 総作 tq 民生官公 償資衛 生設消防後議会費商工費不1晃旧害費 予備費

j' P:里見倣 1 , 224 , 361 1 940 , 5�61 680 , 325 1 514 , 076 11, 051. 5831 470.0691 841, 5021 249.9871 102.2761 22.3591 7 , 0891 2 , 000 

支出済制 305.9961168 .9791297 .608 1 200 ,6931484 , 1891 159.9171 153.2051 105 , 41 3 1 50 , 3561 10.1651 01 0 



ごみ焼却施設完成予想図(山之内)

町民が負担する税 税等の収納高 町税の内訳
(単位千 P:j l おお望日 f一間知見

税額

1 ， 562 ， 012 ， 000円

l人当たり(人口 22 ， 022人)

70 ， 930円

l 世帯当たり (7 ， 490世帯)

208 ， 546円

町民税

固定資産税

その他の税

匡| 保税

水道料

予算額

809.896 

639 , 470 

112 , 646 

345.829 

164.499 

収納高 収納%率
(%l 

401 , 771 49.6 

374 , 126 58.5 

71 , 333 63.3 

110.082 31. 8 

56.514 34.4 

地方債の現在高

ぷ子j竺ご 資金運用部 年 金 簡易{呆険局 公営企業庫
金融公

一 般公共事業 376 , 025 1.093 

公営住宅建設事業 160 , 650 151 ,964 28 ,550 

災害復旧事業 44.118 

義務教育施設整備事業 282.466 

一般単独事業 433 , 432 1, 036 , 114 15.000 

地域改善対策事業 397 , 294 

厚生福祉施設整備事業 196 , 219 

上 * j蓋 事 業 5, 800 5.700 

~~ {原 対 策 債 19 ,398 4.382 26 ,730 

臨時財政特例債 239.011 

公共事業等臨時特例債 44 , 300 

調 整 債 11.375 

減収補てん債

減税補てん債 159 , 800 

計 1 ,891 ,203 200 ,601 1. 498.367 49 , 250 

特別会計予算執行状況 (単位干同)

~ 計 名 予算額 収入済額 支出済額 | 
住宅新築資金等貸付事業 19 , 506 4 , 859 5 , 252 

老 人 {呆 健 2.049.876 831 , 206 753 , 708 

国 民健康保険 1 , 172 , 096 431 , 161 436 , 773 

簡 易 * 道事業 203 , 548 72 , 711 78.603 

土 地 区画整理事業 787.000 319 , 872 67 , 407 

農業集落 排 水事業 479 , 166 5 , 000 5 , 182 

共済組合 市中銀行

75 , 000 

42.200 316 , 676 

35.000 

42.200 426.676 

特別l土地保有税
277ï6千円

(単位千円)

計

377 , 118 

341, 164 

44 , 118 

357.466 

1. 843.422 

397.294 

196.219 

11 ,500 

50 , 510 

239.011 

44 , 300 

11. 375 

35 , 000 

159 , 800 

4. 108 , 297 
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第
百
五
十
七
回
重
信
町
議
会
定

例
会
は
九
月
二
十
六
日
に
招
集
さ

れ
、
九
月
二
十
九
日
ま
で
の
四
日

間
の
会
期
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

提
出
さ
れ
た
二
億
七
千
三
百
十

七
万
六
千
円
(
累
計
六
十

一
億
六

百
二
十
万
三
千
円
)
の
一
般
会
計

補
正
予
算
な
ど
、
十
議
案
を
原
案

の
と
お
り
可
決
、
同
意
し
ま
し
た
。

ま
た
、
議
員
提
案
に
よ
る
「
中

華
人
民
共
和
国
及
び
フ
ラ
ン
ス
共

和
国
の
核
実
験
に
反
対
す
る
決
議

に
つ
い
て

」

は
採
択
し

、

中
華
人

民
共
和
国
国
家
主
席
と
、
フ
ラ
ン

ス
共
和
国
大
統
領
に
決
議
文
を
送

付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
五
名
の
議
員
か
ら

環
境
教
育
、
許
認
可
問
題
、
子
育

て
支
援
等
町
づ
く
り
、
交
通
事
故

防
止
対
策
と
し
て
道
路
環
境
づ
く

り
や
交
通
標
識
等
の
整
備
、
保
育

行
政
、
し
尿
汲
み
取

り
等
改
善
、

官
官
接
待
等
に
つ
い
て
、
コ
メ

・

農
業
関
係
、
消
費
税
増
税
問
題
、

ナ
イ
ト
ケ
ア
、
介
護
保
険
構
想

な

九

定

月

例

議

.0. 
2E 

下
林
地
区
ほ
場
整
備
事
業
費
な
ど

一
般
会
計
二
億
七
千
三
百
万
円
を
補
正

ど
、
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ

ま
し
た

。

今
回
議
決
さ
れ
た
主
な
も
の

は
、
次
の
と
お
り
で
す

0

0
一
般
会
計
補
正
予
算

O

農
業
振
興
事
業三八

、
四

O
五
千
円

。

農
地
費
等
(
土
地
改
良
)

五
O
、
五
九
O
千
円

O

土
地
改
良
事
業(

下
林
は
場
整
備
)

六
O
、
七
四
七
千
円

。

林
道
改
良
事
業二

七
、
八

O
O
千
円

。

志
津
川
伽
呂

線
改
良
事
業

四
三
、
八

三
八
千
円

。
監
査
委
員
に
選
任

任
期
満
了
に
伴
う
監
査
委

員
に

伊
賀
利
春
氏
(
志
津
川
・

再
)
を
選

任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た

0

0
教
育
委
員
の
選
任

任
期
満
了
に
伴
う
教
育
委

員
会

委
員
に
、
池

川
敏
朗
氏
(
見
奈
良
・

再
)
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し

宇
品
1
u
h
~
。

。
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

任
期
満
了
と
増
員
に
伴
う
人
権

擁
護
委
員
に
八

木
光
秋
氏
(
牛
湖

・

新
)
橘
茂
喜
氏
(
志
津
川
・
新
)
、
末

光
良
男
氏
(
志
津
川
・

新
)
を
推
薦

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

。

。
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
同

補
充
員
の
選
挙

任
期
満
了
に
伴
う
選
挙
管
理
委

員
会
委
員
に

、
菅
原
忠
敏
氏
(
上

林
・
再
)
、
近
藤
柴
宏
氏
(
横
河
原
・

再
)
、
水
田
貰
氏
(
田
窪・
再
)
、
森

正
氏
(
北
野
田
・

再
)
を
、
同
補
充

員
に
八

木
淳

一
郎
氏
(
牛
洲
・
新
)
、

渡
部
博
明
氏
(
西
岡

・

新
)
、
武
智

久
雄
氏
(
上
村
・

再
)
井
門
亀
男
氏

(
牛
洲
・
再
)
を
選
出
し
ま
し
た

。

女優 大場久美子
「健康ってすばらしい」

平成7年 11 月 26 日 (日)

開演 13時00分

(開場 12時40分)

町民会館 大ホール

聴講料は無料です。

ただし、入場整理券が必要です二

(役場町民謀、町民会館窓口に

て配布)

重信町 ・ 重信町国民健康保険

師
題
時

場

聴講料

{量主

講
演
日

AQE 



.... . 

~ 
t， 、、 ・

町
で
は
、
九
月
二
十
八
日

老
人
福
祉
大
会
で
平
成
七
年

度
老
人
保
健
受
給
者
の
健
康

優
良
表
彰
を
行
い
、
表
彰
状

と
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

該
当
者
の
方
々
は
、
平
成

六
年
四
月
か
ら
平
成
七
年
三

月
ま
で
の

一
年
間

一
度
も
医

療
機
関
に
か
か
ら
な
か
っ
た

方
々
で
す

。

受
賞
者
は
次
の
百

二
十
二

人
で
す

。
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山
之
内

加
藤
チ
カ
ヨ

川
村
ノ
ブ
ヱ

和
田
ト
シ
子

樋
口
佃
マ
ツ

渡
部
ミ
サ
ヲ

恒
岡
利
一

水
田
ユ
キ
ヱ

渡
部
景
晴

恒
岡
多
喜
男

藤
田
宗

一

藤
田
恒
重

森
亀
久

世
良
冨
美
江

谷
野
宮
丑
雄

中
島
ア
ヤ
子

恒
岡
光
枝

藤
岡
英
夫

和
田
利
行

和
田
富
雄

藤
田
清
子

和
田
宗
雄

横
河
原

木
村
フ
ミ
子

渡
部
テ
ル
子

時
松
厚
男

桑
原
夏
代
子

笠
松
功

土
居
ハ
ル
子

参
川
ア
ヤ
コ

一
橋
千
代
子

和
田
キ
ヨ
ミ

岡
本
ミ
ド
リ

志
津
川

宮
田
義
行

泉
辰
雄

岩
川
龍
五
郎

富
田
百
太
郎

玉
井
マ
サ
コ

宮
内
益
雄

神
野
警

西
岡

佐
伯
チ
エ
ノ

山
内
敏

子

松
本
ツ
ギ

青
柳
静

子

見
奈
良

池
川

茂

高
塚
ト
ラ
ヨ

角
田
綱
義

山
内
勉

上
野
キ
ミ
ヨ

岡
田
綱
行

秋
山
喜
美
恵

吉
良
マ
サ
エ

河
野
直
信

渡
部
緑

田
窪

東
ヤ
ス
ヨ

大
西
英
行

渡
部
益
太

大
西
敏
雄

松
田
時
子

水
田
信

一

村
上
チ
ヨ
ノ

三
田
サ
ト
ル

大
西
邦
子

東
久

子

森
宙
吾

東
利

子

田
井
野
ウ
エ
コ

奥
平
ツ
ユ
ミ

野
本
里
恵

中
山

亘

木
林
氏
ユ
戊

渡
部
ヨ
リ

子

小
林
田
鶴
子

桐
問
エ
ツ
子

牛
測

大
北
フ
テ
コ

八
木
シ
ゲ
コ

大
北
サ
カ
ヱ

上
野
イ
マ
子

丸
岡
キ
ミ
コ

野
中
ミ
チ
カ

高
須
賀
君
恵

山
内

一
雄

宮
内
頼
子

新
宮
冬
子

一
橋
不
苦
介

高
田
久
子

南
野
田

宮
寄
政
一

上
野
康
美

平
岡
楠
太
郎

北
野
田

八
塚
君
代

弁
門
鶴
美

福
積
薫

隅
田
ユ
リ
子

上
林

八
木
操

山
内
明
次
郎

森
タ
マ

コ

森
サ
ワ
ヨ

渡
部
ア
キ
ヨ

渡
部
千
代
子

森
ク
マ
ノ

木
林
フ
ジ
ヱ

菅
野
党
腐

森
ナ
ツ

子

篠
原
市

三

森
計

三

西
尾
千
代
子

下
林
森
秀

一

高
橋
徳
一

丹
生
谷
幸

高
橋
キ
ミ
子

森
カ
ス
ミ

渡
部
イ
リ
ヱ

井
上
孝
代

森
ヒ
サ
ノ

杉
尾
寛

小
池
ミ
チ

子

越
智
貰

井
上
悪

井
本
ヤ

エ
子

上
村

永
野
好
貞

門
田
ト
キ
ヱ

高
須
賀
重
胤

津
川
カ
メ
ヨ

出
皮
攻
1
i

1

 

国民年金の保険料の

納め忘れ，~

農
林
漁
業
者
や
自
営
業
者

・

学

生
な
ど
第
一
号
被
保
険
者
及
び
任

意
加
入
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
、
保

険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん

カ

皆
さ
ん
が
将
来
年
金
を
受
け
る

た
め
に
は
、
加
入
し
て
い
る
だ
け

で
な
く
、
毎
月
の
保
険
料
を
き
ち

ん
と
納
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

納
め
な
い
ま
ま
で
放
っ
て
お
く

と
、
老
後
は
言
う
ま
で
も
な
く
、

万
一
の
場
合
に
も
年
金
を
受
け
ら

れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す

。

「
保
険
料
を
か
け
て
も
・
:
」
と
か

「
今
の
う
ち
か
ら
老
後
の
蓄
え
な

ん
か
・
:
」
と

言
わ
ず
、
家
族
の
将

来
を
考
え
て
納
め
忘
れ
の
あ
る
保

険
料
は
今
す
ぐ
納
め
ま
し

ょ

う
0

・
保
険
料
の
前
納
制
度

保
険
料
は
前
納
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す

。

前
納
期
間
に
応
じ
て
保

険
料
が
割
り
引
き
さ
れ
有
利
に
な

る
ば
か
り
で
な
く
、
何
か
と

忙
し

い
方
に
は
、
子
聞
が
省
け
納
め
忘

れ
も
な
く
な
り
ま
す

。

-
保
険
料
の
口
座
振
替

あ
な
た
の
指
定
さ
れ
た
金
融
機

関
か
ら
、
毎
月
、
自
動
的
に
払
い

込
ま
れ
ま
す
の
で
、
納
め
忘
れ
も

な
く
便
利
で
す

。

-
納
付
組
織
の
利
用

納
税
組
合
等
地
域
の
納
付
組
織

に
加
入
す
る
と
納
め
忘
れ
が
あ
り

ま
せ
ん
。

詳
し
く
は

、
役
場
町
民
諜
の
国

民
年
金
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下

支
」
い
。
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飾
っ
て
い
ま
せ
ん
か
、

北
海
道
土
産
「
木
彫
り
の
熊
」

北
海
道
の
民
芸
品
で

一
番
ポ
ピ

ュ
ラ
ー
な
の
が
、

ア
イ
ヌ
の
神
で

あ
る
「
熊
」
の
木
彫
り
で
す

。

三
這
い
熊
・
立
ち
熊
・
座
り
熊
・
鮭

負
熊
。
な
ど
、
素
朴
な
味
わ
い
が

北
海
道
を
お
と
ず
れ
る
観
光
客

の

人
気
を
呼
ん
で
い
ま
す

。

彫
刻
は
ア
イ
ヌ
唯

一
の
美
術
で

あ
り
ま
す
。

ひ
ょ

っ
と
し
た
ら
、
皆
さ
ん
方

の
家
庭
に
も
、
北
海
道
旅
行

の
土

産
と
し
て
部

屋
に
飾
ら
れ
て
は
い

ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か

。

今
か
ら

約
十
年
前
、
日
本

の
あ

る
元
総
理
大
臣
が
ア
メ
リ

カ
人

の

知
的
水
準
に

つ
い
て
ふ
れ
た
際
に
、

「

ア
メ
リ
カ
は

黒
人
と
か

、

プ
エ

ル
ト
リ
コ

と
か
、
メ
キ

シ
カ
ン
と

か
が
相
当
い
て
、
平
均
的
に
み
た

ら
非
常
に
低
い

。

そ
れ
に
く

ら
べ

て
日
本
は

単
一
民
族
国
家
な

の
で

と
発
言
し
て
ア
メ
リ
カ
か

••• 

」

ら
激
し
い
抗
議
を
受
け
ま
し
た

。

こ
の
発
言
の
内
容
に
は
、

二
つ

の
問
題
点
が
あ
り
ま
す

。

一
つ
は
、
黒
人
を
は
じ
め
と
す

る

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

l

(少
数
被
差

別
集
団
)
の
知
的
水
準
が
低
い
と

い
う
人
種
差
別
意
識

。

も
う

一
つ
は
、
日
本
は
単
一
民

族
国
家
だ
と
い
う
誤

っ
た
国
家
観

で
あ
り
ま
す

。

当
然
、
北
海
道
の
ア
イ
ヌ

の
人

た
ち
で
作

っ
て
い
る

北
海
道
ウ
タ

リ
協
会

も
、
「
ア
イ
ヌ
民
族
が
い

る
、
ア
イ
ヌ
民
族
は
少
数
民
族
と

し
て

差
別
を
受
け
て
い
る

」

と
強

く

抗
議
を
い
た
し
ま
し
た

。

学
者
の
説
に
よ
り
ま
す
と
、
北

海
道
で
の
ア
イ
ヌ
の
存
在
は

弥
生

時
代
(
約
二
千
年
前
)で
、
日
本
人

が
北
海
道
に
入

っ
た
の
は

鎌
倉
末

期
(
約
七
百
年
前
)だ
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

明
治

二
年
、

蝦
夷
ケ
島
が
北
海

道
と
命
名
さ
れ
、
翌
明
治

三
年
に

ア
イ
ヌ
民
族
が
日
本
の
戸
籍
を
与

え
ら
れ
日
本
人
と
な
り
ま
す

。

そ
し
て
、
明
治
政
府
は
本

州
か

ら
開
拓
民
を
入
れ
て

北
海
道
を
開

拓
し
ま
す
が
、
ア
イ
ヌ

に
対
し
て

は
同
化
政
策
を
と
り
、
ア
イ
ヌ
の

言
葉
、
文

化
、

信
仰
、
生
活
習
慣

を
禁
止
し
、
日
本
人
の

真
似
を
強

制
し
ま
し
た

。

こ
う
い

っ

た
同
化
政
策
は
ア
イ

ヌ
の
人
た
ち
の
生
活
を
苦
し
め
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
明
治

三
十
二
年
、
政
府
は
「
北
海
道
旧

土
人
保
護
法
」

を
作
り

、

農
業
で

生
活
を
安
定
さ
せ
よ
う

と
し
ま
し

た
が
、
与
え
ら

れ
た
土
地
は
湿
地
、

山
、
谷
底
な
ど
条
件
が
悪
く
、

そ

の
上
、
農
具
も
経
験
も
な
い
ア
イ

ヌ
の
人
た
ち
に
は
、
農
業
で
生
活

す
る
こ
と
は
不
可
能
で
し
た

。

こ
の
法
律
に
つ
い
て
ア
イ
ヌ
の

人
た
ち
は
、
現
在
、
「

旧
土
人
と
い

う
の
は
差
別
的
表
現
で
は
な
い
か

、

ま
た

、

北
海
道
は
も
と
も
と
自
分

た
ち
が
住
ん
で
い
た
自
分
た
ち
の

土
地
な

の
に

、

後
か
ら

や
っ
て
き

た
者
が
く

れ
て
や
る
と
い
う
の
は

お
か
し
い

」
と
反
発
し
て
い
ま
す

。

政
府
も
こ
の
法
律
の
改
正
を
考

え
て
い
ま
す
が
、
北
海
道
ウ
タ
リ

協
会
は
、
「
法
律
の
名
前
を
改
め
る

と
い
う

小
手
先
の
改
正
で
は
な
く
、

ア
イ
ヌ
民
族
の
基
本
的
人
権
を
保

障
す
る
新
し
い
法
律

を
作
っ
て
ほ

し
い
。

L

と
主
張
し

て
い
ま
す

。

近
々
、
人
種
差
別
撤
廃
条
約
の

調
印
と
批
准
が
国
全
で
論
議
さ
れ

そ
う
で
す
。

そ
う

な
り
ま
す
と
、
部
落

差
別

や
民
族
差
別
の
問
題
が
改
め
て
話

題
と
な
る
こ
と
が
予
想
を
さ
れ
ま

す
。

日
本
が
本
当
の
意
味
で
国
際
社

会
で
指
導
的
役
割
を
果
た
す
た
め

に
は

、
国
あ
げ
て
の
人
権
意
識
の

高
揚
と

多
種
多
機
な
民
族
の
存
在

や
そ
の
文
化

、

伝
統
の
首
尊
重が
大

切
か
と
思
い
ま
す

。

北
海
道
土
産
の

木
彫
り
の
熊
に

も

、
そ
ん
な
願
い
が
秘
め
ら

れ
て

い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

。

篤

志

附

寄

重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
次

の
方
か
ら

金

一
封
を
寄
付
下
さ
い

ま
し
た

。

藤
岡

和
気

松
田

藤
恵
さ
ん

節
子
さ
ん

洋

一
さ
ん

牛樋横
河

洲口原

十
二
月
十
日
岡

町
民
会
館

第

一
・

二
研
修
室

重
信
町
教
育
委
員
会

重
信
史
談
会

渡
部
茂
先
生

(
元
自
衛
隊
愛
媛
地
方

連
絡
部
長

)

町
人
間

三
島
由
紀
夫

を
語
る
」

場日
所時

共
催

講
師

演
題

聴
講
料

無
料

ど
な
た
で
も
聴
講
で
き
ま
す

。

問
い
合
わ
せ
先

歴
史
民
俗
資

料
館

包
六
四
ー

一
五
0
0

内
線
五
O
一
二

午前9時~午後9時12月7国側

函0120-025-550

松山地方法務局

愛媛県人権擁護委員連合会

主催



長
期
譲
渡
所
得
の

課
税
の
特
例
の
改
正

平
成
七
年
度
税
制
改
正
の
一
環

と
し
て
、
個
人
の
土
地
等
の
譲
渡

に
か
か
る
長
期
譲
渡
所
得
課
税
の

税
率
等
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

土
地
建
物
等
の
譲
渡
所
得
に
対

す
る
税
金
は
、
分
離
課
税
と
し
て

他
の
所
得
と
区
分
し
て
計
算
さ

れ
、
さ
ら
に
売
っ
た
土
地
を
い
つ

か
ら
持
っ
て
い
た
か
に
よ
り
、
長

期
譲
渡
所
得
と
短
期
譲
渡
所
得
に

分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
で

計
算
さ
れ
ま
す

。

こ
の
う
ち
、
土
地
建
物
を
売

っ

た
年
の

一
月
一
日
現
在
で
所
有
期

間
が
五
年
を
超
え
る
長
期
譲
渡
所

得
に
対
す
る
課
税
は
、
譲
渡
価
格

か
ら
取
得
費
、
特
別
控
除
等
を
控

除
し
た
諜
税
譲
渡
所
得
に

一
律
三

O
%
(
町
県
民
税
は
、
別
に
九
%
)

の
税
率
を
乗
じ
て
計
算
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
改
正
に
よ
り
、
平
成

七
年
一
月

一
日
以
後
に
行
う
長
期

譲
渡
に
つ
い
て
は
、
課
税
譲
渡
所

得
四
O
O
O
万
円
以
下
の
部
分
の

税
率
が
二
五
%
(
町
県
民
税
は
、
別

に
七
・

五
%
)
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
四

0
0
0
万
円
を
超
え

る
部
分
の
税
率
は
、
従
来
ど
お
り

で
す
が
、
平
成
八
年

一
月
一
日
以

後
に
譲
渡
を
す
る
者
が
、
そ
の
前

年
に
も
長
期
譲
渡
所
得
を
有
す
る

場
合
に
は
、
当
該
長
期
譲
渡
所
得

を
そ
の
年
の
長
期
譲
渡
所
得
に
加

算
し
て
改
正
後
の
税
率
区
分
に
よ

る
税
額
計
算
を
行
い
、
そ
の
算
出

税
額
か
ら
前
年
の
長
期
譲
波
所
得

に
か
か
る
税
額
を
控
除
し
た
残
額

を
そ
の
年
の
税
額
と
す
る
特
例
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
。

税
を
知
る
週
間
に
つ
い
て

国
税
庁
で
は
、
「
こ
の
社
会
あ
な

た
の
税
が
生
き
て
い
る
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
、
今
年
も
十

一
月
十

一

日
出
か
ら
十
七
日
働
ま
で
の
期
間

を
「
税
を
知
る
週
間

」
と
し
、
全

国

一
斉
に
多
彩
な
行

事
を
展
開
し

ま
す
。松

山
税
務
署
で
は
、
こ
の
週
間

に
先
立
っ
て
、
「
何
税
と
健
康
展
」

を
開
催
す
る
ほ
か
、
週
間
中
は
租

税
教
室
や
座
談
会
、
税
の
作
文
の

表
彰
な
ど
を
行
い
、
皆
さ
ん
に
税

の
意
義
や
役
割
に
つ
い
て
の
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す

。

。

「
部
税
と
健
康
展
」

十
一
月
六
日
間
、
七
日
仰
の
両

日
、
フ
ジ
グ
ラ
ン
松
山
(
松
山
市
宮

西
町
)
で
開
催
し
ま
す

。

会
場
で
は
、
無
料
税
務
相
談
や

無
料
健
康
相
談
、
健
康
と
税
に
関

す
る
パ
ネ
ル
や
作
品
の
展
示
、
パ

ソ

コ

ン
に
よ
る
税
金
ク
イ
ズ
、
地

域
医
療
シ
ス
テ
ム
の
紹
介
な
ど
健

康
と
暮
ら
し
を
と
お
し
て
税
を
身

近
な
も
の
と
し
て
考
え
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
内
容
で
す

。

O
国
税
モ
ニ
タ
ー
と
の
座
談
会

h
m
w
t

納
税
者
の
中
か

ぱ
動
吋
1
4

一
ら
お
願
い
し
て
い

臥
門
別
w
h皿
る
国
税
モ
ニ
タ
ー
'

薗
1引
内q
~
11

と
の
座
談
会
を
行

‘

V
人
制
耐
一
い
、
税
に
関
す
る

以
C
崎
、
ピ
卜一
ご
意
見
を
い
た
だ

g
p

川
畑
一
き
ま
す
。

1
1
1
1
川
川

一O
税
に
関
す
る
作

文
の
表
彰

中
学
生
、
高
校
生
か
ら
募
集
し

た
作
文
の
入
選
作
品
の
発
表
と
表

彰
を
行
い
ま
す

。

O
租
税
教
室
の
開
催

児
童
・

生
徒
な
ど
を
対
象
に
教

室
を
聞
き
、
ビ
デ
オ
や
税
金
ク
イ

ズ
等
を
と
お
し
て
税
の
意
義
や
役

割
を
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

松
山
税
務
署
移
転
の

お
知
ら
せ

松
山
税
務
署
及
び
税
務
相
談
室

松
山
分
室
は
、
左
記
の
場
所
に
建

設
中
の
「
松
山
若
草
合
同
庁
舎
」

に
移
転
す
る
こ
と
に
な
り
、
十

一

月
十
日
幽
か
ら
、
新
庁
舎
に
お
い

て
業
務
を
開
始
し
ま
す
。

移
転
に
伴
い
ご
不
便
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
何
分
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。『戸

」
-
一
-
-
n

移
転
先

一T
七
九
O

松
山
市
若
草
町

四
ー

三

松
山
若
草
合
同
庁
舎

電
話
番
号

松
山
税
務
署

四

一
|

九

士
二

税
務
相
談
室
松
山
分
室

四
六
!
四
五
八
九

町税及び国民年金保険料の徴収事務

町税徴収員 男子 l 名

国民年金保険料徴収員

年 齢 55歳 -60歳程度

待遇等詳細については希望者に個別に説明します。

希望者は、 11月末日までに、役場総務課 (fi64-2001

(内 内線211) までご連絡下さい。

男子 l 名

職務内容

募集人員

重信町では、保母資格をお持ちの方で、臨時保

母として登録される方を募集しています。 これは、

今働いている保母が、出産や病気などで長期の休

暇をとる場合に、代替保母として勤務をお願 L 、す

るものです。

詳しくは、役場福祉課までお問い合わせ下さい。

包64-200H内内線253
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重
信
史
談
会
(
武
智
成
彬
会
長
)

は
、
こ
の
ほ
ど
会
誌
「
重
信
史
談
」

十
四
号
(
A
5判
・
三
O
o

ml
)を

発
行
し
ま
し
た
。

同
会
で
は
こ
の

号
を
「
終
戦
五
十
年
記
念
号
」
と

し
、
一
般
の
方
に
実
費
頒
布
し
て

い
ま
す
。ィ主伐女』ぺ久

八
月
十
五
日

。

五
十
年
前
の
こ

の
日
、
終
戦
の
詔
勅
を
聞
い
た
人

は
全
人
口
の
何
割
い
る
で
し
ょ
う

か
。

戦
争
体
験
者
が
少
な
く
な

っ

て
い
く
中
で
、

「

戦
争
体
験
を

語

り
継
ご
う
」
と

の
声
は
大
き
く

、

大
切
な
こ
と
で
す

。

忘
れ
て
は
な

ら
な

い
あ

の
日
の
こ
と
、
あ

の
日

か
ら
の

こ
と
、
あ
の
日
ま
で
の
こ

と
ー
ー
。

同
誌
に
は
、

全
員
諸
氏
の
戦
争

.[. ¥. .c ., ;: 

体
験
や
、
反
戦
へ
の
熱
い
思
い
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
と
く
に

印
象
深
い
の
は
波
部
正
寿

氏

「
ア

ジ
ア
の
一
隅
に
て
」
に
載
せ
ら
れ

た
川
内
町
出
身

の
医
師
仙
波
香
介

博
士
の
日
記
。

終
戦
直
後
、
満
州
国
奉
天
省
鞍

山
市
に
は
奥
地
か
ら
多
数

J

の
引
揚
邦
人
が
辿
り

っ
き

冨

ま
し
た
。

想
像
を
絶
す
る

園

寒
空
の
も
と
、
飢
え
る
首

耳

あ
り

、
病
め
る
人
あ
り
、

E

こ

の
人
た
ち

は

一
様
に
鞍

町

山
満
鉄
病
院

の
門
を

叩
き

闘

ま
し
た
。

こ

の
病
院
に
い

圃
た
の

が
仙
波
博
士
で
す

o

d
--

「
昭
和
二
十
年
十

一
月

二

十
二
日
、
避
難
民
来
り
て

入
院
を
乞
う

。

も
の
問
え
ば
若
き

女
は
頬
を
掩
い
、
わ
れ
避
難
者
と

言
い
て
ひ
た
突
く

。

避
難
者
に
夫

は
と
聞
け
ば

、
玉
砕
と
言

い
つ
つ

頬
に
涙
流
る
。
雪
空
に
夏
着
に
懐

う
。

こ

の
人

に
も
夫
と
愛
旧
ん
を
あ

や
せ
し
日
あ
り
き

。

み
ど
り
児
を

死
な
せ
し
避
難

の
若
き
母
、

飢
え

て
や
足
も
水
腫
れ
に
張
る

|

略
」

飢
え
て
や
水
腫
れ
に
|
|
l

、
医

師
ら

し
い
温
か
い
眼
、
万
葉
を
こ

ょ
な
く
愛
し
た
仙
波
博
士
の
、
胸

を
打
つ

一
文
で
す

。

他
、
同
誌
内
容
は
次
の
と
お
り

で
ム9
0

マ
(
巻
頭
号一己
戦
争
の
歴
史
を
考

え
る
(
武
智
成
彬
)

マ
太
平
洋
戦
争
最
後
の
激
開

。

沖
縄
戦
。
ー

郷
土
部
隊
と
郷
土

人
|

(
和
田
章
)

マ
私
の
戦
場
、
そ
の
足
跡
(和
田

良
二マ

卑
漢
鉄
道
隠
密
挺
身
作
戦

(渡
部
正
寿

)

マ
二
・

二
六
事
件
の
回
想
(
山
内

三
夫
)

マ
温
か
な
り
歳
月

|

あ
る
引
揚

少
女
の
戦
後
五
十
年
(
武
知
日
成
彬
)

マ
ア
ジ

ア
の

一
隅
に
て
(
渡
部

正
寿
)

マ
歩
兵
百
二
十
二
連
隊
の
死
闘

(
別
府
頼
雄
)

マ
彫
刻
家
越
智
綱
雄
の
話
(
井

上
龍
雄
)

マ
庶
民
が
墓
標
を
立
て
は
じ
め

る
こ
ろ
(
高
橋
大
騒
)

マ
終
戦
五
十
年
を
回
顧
し
て

(
和
田
喜
志
夫

)

-

戦
場
か
ら
の
葉
書
や
資
料

。

-

町
内
で
戦
争
に
関
わ
っ
た
場
の

記
録
・

資
料

0

・

戦
争
に
対
す
る
当
時
の
町
民
の

思
い
の
記
録

。

-

日
清
か
ら
太
平
洋
戦
争
ま
で
の

全
戦
没
者
の
氏
名
と
年
令

。

-

太
平
洋
戦
争
当

時
の
世
界
地
図

な
ど
を
通

し
て
、
戦
後
五
十
年
の

節
目
に
戦
争
の
虚
し
さ
を
若
い

人
々

へ
諾
り
つ
ぐ
企
画
展
で
す

。

貴
重
な
資
料
と
し

て
は
、
町
内
に
も
あ

っ
た

特
別
攻
撃
隊
の

分
散
訓
練
地
の
資
料

や
臨
時
招
集
令
状
な

ど
が
展
示
さ
れ
ま

す
。

十
一
月

三
日
よ

り

二
月

二
十
八
日
ま

で休
館
日

毎
月
曜
日
・

祝
日
・

第
三
日
曜
日

・

年
末

年
始

問
い
合
わ
せ
先

宮
六
四
ー

一
五O
O
刊

内
線
五
O
三

十
一
月
か
ら
の
企
画
展

「
戦
争
・
重
信
の
人
々
は
・
:
」

先
に
お
願
い
を
し
て
、
み
な
さ

ま
か
ら
寄
せ
て
い
た
だ
い
た

「
戦

争
」

に
関
す
る
資
料
を
中
心
に
、

日
清
・
日
露
・

日
中

・

太
平
洋
戦

争
と
流
れ
を
追
い

つ
つ
、

企昭和 14年7 月国
立愛媛療養所第
1 回入所の傷病
兵を迎える横河
原駅の光景



移動図書館車運行日程表
H寺問 |場所

9:3月三W.Q9... . .1 卯主内一一一貫岡青l再前
'… 10:05 プ:1.0:.35 I 11 従橋前

10:45三 P:W .. . .L.. ".. ... .:It.Ll ~年令pJf前
一一一11:ID e--1lJ4q …|…樋fJ 害蒲バス停前

- -13:9-Q7- 14 -; -qp一一一 . -'- ..... /1 .. ー 有.)L_~ír~)íJ 
14:15-15:00 I 11 水田直弘氏宅前

15:15-16:00 I 横河原駅前

16:05-16:30 I μ 療養所宿舎前

9:30-10:15 I 志津川集会所前
10: 25 -11 : 00 I 11 団地ストア償

J3:30-14:15 I 八反地集会所前

14:25-15:10 I 西岡 集会所前

15:20-16:00 1 " 丹生谷石油横

16:05-16:30 1 " 自衛隊官舎内
9:30-10: 10 田窪 集会所前
10:20-10:50 I 堀池 集会所前
11 : 00 -II : 30 I 午洲 集会所前
13:30-14:30 I 牛洲団地 第二集会所前

14:35-15:30 I 上槌団地朝比奈i商店前
15:35-16:30 I 矯磨台団地集会所前

9:30-10:30 I 北野台同地 集会所前
10:40-11 ・ 30 I 新村 旧]A重信町新十i支所横
13: 30 -14 : 20 北野田 集会所前
14:30-15:20 I 南野町 集会所前

9: 30 -J 0 : 10 I 上村石丸商店前
10:15-11:00 I 1/ ]A重信町上村支所前
11 : 10 -II : 50 I 下林宮ノ段集会所前
13:30-14:20 11 別府集会所前
14:30-15:20 I 11 高橋商店前
15:30-16:20 I 11 横根集会所前
9 ・ 30-10:15 I 11 八幡集会所所j

10:25-11:10 I 上林 二ノ瀬集会所前
II : 20 -ll : 50 I 1/ 公民館前
13:30-14:10 I 1/ 五本松集会所機
14:15-15:00 I 1/ 菅野商店横
15:10-15:30 11 中筋集会所前

(注)j!lf行日が月曜日、第三 日 Pi~ 日、祝日にあたる場合でも運行します。

日

毎月 15 日

毎月 22 日

毎月 17 日

毎月 20 日

回巡

移
動
図
書
館
車
に
は

新
刊
か
い
っ
ぱ
い

遠
距
離
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
巡

回
し
て
い
ま
す
移
動
図
書
館
車
に
は
、

す
べ
て
新
刊
図
書
を

積
載
し
て
い

ま
す
。

お
お
い
に
ご
利
用
下
さ
い

。

9 

愛
媛
県
読
書
活
動

研
究
地
区
集
会
開
催

」
抗
ー
室
田
を
通
し
て
お
互
い
の
心
の

触
れ
合
い
を
図
ろ
う
。
と
い
う
趣

旨
の
も
と
に
、
表
記
の
集
会
が
、

平
成
八
年
一
月
二
十

三
日

ω
町
民

会
館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
す

。

内
容
は
、
親
子
読
書
や
町
内
読

書
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
事
例
発
表
、

ま
た
分
科
会
、
講
演
会
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
読
書
愛
好
家
の
方
々
の

多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す

。

毎月 25 日

毎月 27 1:1

申
し
込
み
先

教
育
委
員
会
(宮六
四
1

一
五
O
O
刊
)

図
書
館
(
包
六
回
|

三
四

一
四
)

締
切
十
二
月
十
二
日

附
。

〈
今
人
気
の
本
〉

O

ソ
フ

ィ

ー

の
世
界
|
ヨ
|
ス
タ
イ

ン

・

ゴ
ル
デ
ル
O

八
代
将
軍
吉
宗
ー

ジ
エ
|
ム
ス

一
二木
O

遺
書
l

松
本
人

志
O

蔵
山
m
ー

宮
尾
登
美
子
O
く
り

と
く
ら
中
川
季
枝
子

O

日
本
の
お

ば
け
話

・

わ
ら
い
話
シ

リ
ー
ズ
|

木

暮
正
夫
0

か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
シ
リ
ー

ズ
|

原
ゆ
た
か

O

ズ
ッ
コ
ケ

三
人
組

シ
リ
ー
ズ

|

那
須
正
幹
O

ア
ル
ジ
ャ

ー

ノ
ン
に
花
束
を

|

タ
ニ
エ
ル
・
キ

イ
ス

l 常野市立さー叫ん0 1山刊川敬子 i
i ん o 'J 勉さん 0 佐伯香織さん 0 同省吾ーさん o相原ー さん o 古河徳 l 
l こ さん o 必 111 栄子さん 0波部次郎さん 0 穴 l次義教さん 0 河原利子 さん l 
i 高精羊美さん 以上の方々から図書を寄贈下さ いまし た。 ありがとう ( 

己主之己」一一一一一一=一 一一j

23 日、

ト

A
F

λ
M
 

プ
」

l
レ

F
m只

お
彦

、
.

、
、ab
 

,,, 
ねだ

〉

ん

日
ー

は
抗桝
6

を

月

本

州
13 日、 19 日、 20 日、

27 日、 30 日

3 日、

都
市
計
画
法
に
基
づ
く
用
途
地
域
制
度
は
、
良

好
な
市
街
地
環
境
の
形
成
や
、
住
居
、
商
業
、
工

業
な
ど
の
適
正
な
配
置
に
よ
る
機
能
的
な
都
市
活

動
の
確
保
を
目
的
と
し
て
、
建
築
物
の
用
途
、
容

積
率
、
建
べ
い
率
、
高
さ
な
ど
を
規
制

・

誘
導
す

る
制
度
で
す

。

こ
の
用
途
地
域
制

度
に
つ

い
て
、
平
成
四
年
の

都
市
計
画
法
及
び
建
築

基
準
法
の
改
正
に
よ
り
、

住
環
境
の
保
護
、
市
街
地
形
態
の
多
様
化
へ
の
対

応
等
を
目
的
と
し
て
、
用
途
地
域
の
種
類
が
八
種

類
か
ら
十
二
種
類
に
な
り
ま
し
た

。

こ
の
用
途
地
域
制

度
の

改
正
に
伴
い
、
従
来
定

め
ら
れ
て
い
た
用
途
地
域
を
新
用
途
地
域
に
指
定

替
え
す
る

都
市
計
画
の
決
定
が
平
成
八
年
六
月
を

目
途
に
行
わ
れ
る
予
定
と
な

っ
て
お
り
ま
す

。

松
山
広
域
都
市
計
画
区
域
に
お
い
て
、
現
在
指

定
替
え
に
つ
い
て
の
各
種
作
業
が
行
わ
れ
て
お

り
、
重
信
町
に
お
け
る
市
街
化
区
域
(二
四
三
ヘ
ク

タ

ー

ル
)
に
つ
い

て
も
新
用
途
地
域
の
案
が
ほ
ぼ

ま
と
ま
り
ま
し
た

。

そ
こ
で
、
こ
の
案
に
つ
い
て
ご
理
解
を
い
た
だ
く

た
め
、
次
の
と
お
り
説
明
会
を
開
催
い
た
し
ま
す

。

日
時

平
成
七
年
十

一
月

二
十
二
日
制

午
前
十
時
i

十
二
時

場
所

町
民
会
館
第

一
・

二
研
修
室

問
い
合
わ
せ
先

役
場
建
設
課

E
六
回
|

二
O
O

一
間

内
線
四
二
二
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成λ式平成8年

S5! 
F 

、

晴
れ
の
門
出
を
す
る
新
成

人
を

迎
え
、
そ
の
前
途
を
激
励
・
祝
福

す
る
た
め
、
明
春

一
月
十
五
日
、

町
民
会
館
に
お
い
て
成
人
式
を
行

い
ま
す
。

十
二
月
末
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ

キ
で
ご
案
内
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
出
席
下
さ
い
。

な
お
、
勤
務
や
学
校
の
都
合
で

町
外
に
居
住
し
て
い
る
方
で

「
ふ

る
さ
と
重
信
」

の
成
人
式
に
参
加

希
望
す
る
方
、
ま
た
、
下
記
の
名

簿
に
載
っ
て
い
な
い
方
は
、
教
育

委
員
会
社
会
教
育
課
(

宮
六
四
ー

一
五
O
O
)
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い

。

(
名
簿
は
、
十
月
一
日
現
在
、
住
民

登
録
を
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。
)

和立今
回花井

昌美孝
之和志

青
木
純

磯
金
逸
人

大
北
広
美

黒
河
功
仁

佐
伯
匡
一

佐
々
木
隆
二

高
崎
摩
弥

恒
同
慶
成

藤
岡
秀
成

渡
部
昌
美

渡
部
祐
子

和
田
吉
史

伊
藤
景
介

弁
門
賢

一

岩
本
美
樹

遠
藤
美
由
紀

附
田
淳

岡
本
あ
お
い

小
倉
章
吾

小
栗
泉

加
嶋
亜
紀

加
藤
洋
子

菊
池
洋
次

小
阪
修
治

権
葉
龍

丹
下
こ
ず
恵

丹
下
雅
隆

i度 ìl主吉音安八村富松藤深土 F手智
部 i豊田井井木上川| 久岡 i畢居室葉

亜 ZE
i志貴 i京邦千雅 嘉典紀知宏器孝
子子子好景生敦 一 弘子美之士樹

青
井
俊
樹

猪
口
竜
也

岩
川

孝
之

大
西
政
嗣

岡
村
新

一

織
田
浩
江

片
山
英
司

門
家
聖
子

金
子
恵
里

川
上
大
祐

栗
山
高
志

合
田
緑

斎
藤
華
代

塩
出
英
敏

末
光
真
美

杉
原
紀
久
子

杉
原
丈
夫

高
須
賀
潤

高
田
理
悪

高
橋
純
子

武
智
幸
一

千
葉
倫
敬

中
村
美
香

長
井
き
お
り

藤
本
純
子

宮
脇
亜
由
美

三
好
玄
哲

村
上
か
よ

八
木
優
子

山
内
麻
紀

山
川

亜
希
子

山
先
真
也
子

山
下
修
平

山
本
友
則

渡
部
彩

渡
部
貴
満

渡
謹
紀
子

和
田
京
子

和
田
浩

二

和
田
由
香
里

和
田
幸
恵

相
原
康
貴

伊
賀
俊
光

岡
本
芳
美

篠
原
小
織

丹
生
谷
佐
織

正
岡
涼
子

山

田
知
弘

池池池浅
川川川 井

慎幸愛美
也 代子紀

池
川

徹

石
川
ル
リ
子

上
田
真
弓

岡
田
葉
子

小
野
奈
桜

門
部
知
史

金
田
直
美

菊
津
ゆ
か

乗
名
孝
浩

佐
々
木
美
紀

重
松
陽
子

杉
本
徹

曽
我
エ
リ
カ

高
城
真
奈
美

高
橋
淑
香

田
上
良
昭

竹
岡
愛

谷
本
麗
香

辻
妙
子

中

川

直
幹

西
原
美
保

二
宮
優
子

野
中
加
奈
子

芳
我
隆
志

兵
頭
敦

平
岡
隆

福
井
清
美

福
田
佳

藤
本
清

藤
原
明
裕

松
浦
智
美

松
木
美
樹

松
本
志
織

三
津
田
一
子

山

内
晃

山
口
千
恵

愛
媛
県
で
は
、
十

二
月
一
日
か

ら
七
日
ま
で
を

「

愛
媛
エ
イ
ズ
予

防
週
間
」

と
定
め
、
各
保
健
所
に

お
い
て
、
夜
間
血
液
検
査
及
び
夜

間
電
話
相
談
を
実
施
い
た
し
ま
す

。

エ
イ
ズ
で
悩
み

・

不
安
・

疑
問

を
抱
い
て
い
る
方
は
、
こ
の
機
会

に
是
非
ご
利
用
下
さ
い

。

O
夜
間
電
話
相
談

日
時

十
二
月

一
日
幽

午
後
五
時
1

九
時

電
話
番
号

三

一
ー

四
O
三
六

三
一
ー

八
四
五
五

O
夜
間
血
液
検
査

日
時

十
二
月
四
日
間

・

五
日

ω
・

六
日
嗣

午
後
五
時
1

八
時

場
所

松
山
中
央
保
健
所

一
階
予
診
室

料
金

無
料

以
上
に
つ
い
て
、
専
門
の
医
師

等
が
相
談
等
に
お
答
え
し
ま
す
。

ま
た
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

等
秘
密

は
絶
対
守
り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

利
用
下
さ
い

。

υ

ハ
ビ
〕
叡
室

対時日料場

象

病
気
等
で
日
常
生
活
に

支
障
を
き
た
し
て
い
る

方午
後

一
時
三
十
分
1

三

時
三
十
分

町
民
会
館

無
料

十
一
月
十
三
日
間

・

二

十
四
日
働

十
二
月
四
日
間
・

十
五

日
幽

間程金所
お
と
レ
よO健
康
相
談
室

「
お
と
し
よ
り

」

と
そ
の
家
族
を

対
象
に
、
心
と
身
体
の
個
別
健
康

伺
U
点
同

t
1
5
 

時
間

場
所

料
金

日
程

午
後
二
時
1

四
時

役
場
保
健
婦
室

無
料

十
一
月
六
日
間

・

二
十

日
u
日
月

十
二
月
四
日
間
・
十
八

口
U
H
付

※
要
予
約

・

事
前
の
申
し
込
み
が

必
要

(
役
場
福
祉
課
保
健
婦
包
六
四
l

四

一
七
O
)



山
本
喜
代
美

渡
部
昭
子

和
田
広
美

.. . 
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相
原
正
勝

石
丸
敬
文

伊
藤
武
朗

今
井
静
恵

今
井
良
尚

上
野
善
信

字
都
宮
英
美

宇
都
宮
広
美

大
西
浩
三

大
西
裕
子

大
森
優
樹

柿
内
隆
司

笠
松
明

形
岡
繁

片
山
和
芙

亀
岡
陽
子

北
下
愛
弓

木
村
智
永

小
谷
野
純

一

近
藤
邦
彦

近
藤
里
絵

近
藤
大
典

佐
藤
優
子

里
木
真
知
子

塩
田
容
子

重
松
隆
志

下
岡
貢
治

清
家
明

高
須
賀
健
志

高
橋
由
樹
子

竹
内
健
二

遠
富
め
ぐ
み

中
川
玉
己

名
古
屋
隆

兵
頭
律
子

平
岡
慎

藤
岡
智
子

藤
原
亜
由
美

的
場
栄
一

宮
城
み
ち
る

森
ち
ふ
み

森
直
人

森
み
ど
り

矢
野
葉
子

山
内
咲
子

山
内

真
紀

山
内
友
紀

山
下
進
一

横
山
美
香

音
川
円

渡
部
加
奈
子

渡
部
恭
子

渡
部
純
子

渡
部
博
志

渡
部
満
恵

青
木
利
絵

井
田
千
春

出
原

崇

越
智
邦
夫

竹
内
裕

二

詰
石
順
子

永
田
新
平

藤
井
智
子

藤
本
由
佳
里

松
末
綾
輔

森村
尾

美恵
樹ー

相
原
{
一
市
仁

江
崎
寿
紀

大
北
利
香

大
西
郁
男

大
森
英
樹

小
倉
美
江

越
智
美
佳

菊
池
真
由
子

黒
河

美
希

佐
伯
三
枝
子

藤
田
誠
樹

藤
原
香
織

三
瀬
日
間
子

八
木
美
穂
子

八
木
祐
一

山
内

啓

山
崎
弘
史

白
井
大
介

渡
部
友
重

秋
山
江
利
奈

井
上
久
美
子

今
井
豊
彦

植
田
美
保

尾
海
加
奈

大
森
尚
子

岡
崎
健

二

菊
池
あ
ず
さ

近
藤
秋
子

後
藤
勝

佐
伯
尚
子

白
石
直
継

田
村
亮

中
村
誠

永
松
昭
子

西
森
孝
夫

野
中
純
也

野
中
正
光

姫
野
ち
な
み

本
田
孝
治

三
浦
正
幸

目
崎
優

山
本
晴

彦

渡
法
美
香

渡
部
泰
臣

和
田

真
美

向岩
井田

孝順
明二

福中露高下小大
井野口野内倉西

章洋哲真彩 {呆可
子一久希子徳奈

伊
賀
上
博

大
川
豊

篠
森
祐
美
子

束
村
み
ず
き

佃

淳
子

藤
山
美
恵

三
多

明
賀

明
賀

明
夫

久
弥宵

凡

. 
• 

岡
田
千
寛

金
子
達

也

新
瀬
京
子

新
瀬
惣
太

竹
内

勇
人

武
智
美
鈴

山
内
竜
太
郎

鷲
峯
尚
子

池
川
友

幸

西
川
奈
津
恵

藤
川
こ
ず
え

牧
安
津
子

牧
克
薫

牧
潤
子

明
賀
清
志

渡
部
さ
お
り

片
岡
悪

美

菅
野
理
絵

杉
木
小
百
合

曽
根
恵
美

佃
聖
松
下
昌
一
郎

森
勇
人

森
裕
美

八
木
奈
美
子

渡
部
直
樹

渡
部
豊

相
原
賢
司

青
井
忍

板
垣
憲
明

上
杉
耕
生

植
杉
奈
々

上
田
理

小
山
愛

菅
崎
か
を
る

久
保
弥
生

河
野
博

高
橋
圭
子

高
橋
直
子

高
橋
誠

新
山
修

丹
生
谷
伊
津
子

野
中
英
治

野
中
憲

二

野
中
匡
士

野
中
三
代
子

原
田
博
士

藤
井
由
香

藤
本
明
日
香

松
下
奈
巳

森
始
子

渡
部
稚
津
子

野高
首市

進玲
也 子

商工会青年部15周年記念

九玄i~万 (58代続伺千バーの窓会)議波公
12月 2 日 (土)開演午後 6 時30分(開場午後 6 時)
町民会館大ホール

聴講料は無料です。
ただし、入場整理券が必要です。往復はがきに
住所 ・ 氏名 ・ 年齢・希望人数( 1 枚で 2 名まで)
を書いて、商工会までお申し込み下さい。(返
信用はがきには必ず宛先をお書き下さい。)抽
選により、 800名様に入場整理券を返送させて
いただきます。

申し込み期限 11 月 17 日(針必着分
申し込み・問い合わせ先 重信町商工会

重信町見奈良495番地3
TEL64-1254 

重信町商工会青年部

重信町 ・ 重信町商工会

日時

会場
聴講料

催

援

主
後
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問
い
合
わ
せ
・

申
し
込
み
先

町
民
会
館
社
会
教
育
課

企
六
四
ー

一
五
O
O
的

福

寿

，ミ

学

日
時

十
二
月
十
二
日

ω

午
後
一
時
1

場
所

町
民
全
館
大
ホ
l

ル

内
容

映
画
鑑
賞
「
七
人
の
侍

」

受
講
料

無
料

主
催

教
育
委
員
会

※
終
了
後
、
開
講
式
を
行
い
ま
す

。

町
文
化
協
会
包
ミ
ナ
'

十

一
月

二
十
八
日
閃

午
後
七
時
三
十
分
1

町
民
会
館
第
一
・

二
研
修

(
主

松
山
東
雲
短
期
大
学
学
長

森
川
国
康

「

自
然
の
多
様
性
と
環
境

保
全
」

入
場
料

無
料

主
催

町
文
化
協
会

日
時

場
所

講
師

演
題

文化財保護強調週間
( 11 月 1~7 日)

私
た
ち
茶
道
部
は
、
月
二
回
、

第

一
と
第

三
火
曜
日
に
町
民
会
館

三
階
和
室
で
教
室
を
開
き
、
茶
の

心
に
接
す
る
努
力
を
重
ね
て
お
り

ま
す

。

茶
道
と
言

い
ま
す
と
、
堅
苦
し

く
感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
日
頃
忙
し
く
過
ご
し
て
い
る

日
々
の
中
、
ほ
ん
の
数
時

間
を
和
気
あ
い
/
L
\

一

種
の
井
戸
端
会
議
の
よ
う

に
集
い
、
お
茶
の
稽
古
を

通
じ
て
心
の
安

ら
さ

を
覚

え
て
い
ま
す

。

会
員
は
、
六
十
歳
以
上

を
原
則
と
し
て
お
り
、
現

在
十
余
名
の
参
加
者
で
統

け
て
お
り
ま
す

。

ま
た
、
毎
年
十
一
月
の

町
文
化
祭
と
三
月
の
町
老

人
ク
ラ
ブ
趣
味
の
会
発
表

会
に
は
、
私
た
ち
の
練
習

の
成
果
を
披
露
す
る
意
味

も
含
め
、
粗
茶
を
さ
し
あ

げ
て
い
ま
す

。

私
た
ち
は
日
本
古
来
の

茶
の
湯
の
心
に
親
し
み
な

が
ら
、
新
し
い
仲
間
た
ち

者主

道

語

部
の
輪
を
広
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す

。

連
絡
先
高
須
賀
文
子

宮
六
回
l

コ
二
二
三

J
Jぺ
進・
‘
\

r 

こ

の
度
、
重
信
郵
便
局
長
の

御
好
意
に
よ
り
レ
ク
リ

エ
ー
シ

ョ
ン
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
を
、

レ
ク
バ
レ
|

協
会
の
協
力
で
開

催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

。

秋
本
番
、
き
わ
や
か
な
汗
を
、

か
い
て
み
ま

せ
ん
か

。

経
験
の

な
い
方
で
も
楽
し
め
る
、
や
さ

し
い
バ
レ
ー

ボ
ー

ル
で
す
。
一

チ
ー
ム
六
名
以
上
何
名
で
も
参

加
で
き
ま
す

。

仲
良
し
の
グ
ル

ー
プ
や
御
近
所
の
方
々
、
ま
た
、

御
夫
婦
等
で
、
ど
う
ぞ
ふ
る

っ

て
御
参
加
下
さ
い

。

日
時
十
一
月
二
十
六
日

間

午
前
九
時
j

場
所
重
信
町
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー

申
込
方
法

は
が
き
に
、
チ
ー

ム
名
、
チ
ー

ム
の
代
表
者
の
住

所
、
電
話
番
号
、
人
数
を

書
い

て
十

一
月

二
十
日
間
ま
で
に
、

重
信
町
牛
測
附
ー
1

お
l
n

、

レ
ク
バ
レ
|
協
会
・
藤
原
ま
で
、

お
申
し
込
み
下
さ
い

。

大
全
要

項
を
お
送
り
し
ま
す

。

参
加
賞
、
そ
の
他
の
賞
が
あ

り
ま
す

。



婦

人

ム
一
向

ご
み
の
減
量
と

リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
取
り
組
み

今
年
の
夏
は
、
大
変
な
暑
さ
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
水
不
足
の
心
配

か
な
か
っ
た
こ
と
は
幸
い
で
し

た
。
こ
の
暑
さ
や
昨
年
の
水
不
足

は
、
地
球
の
温
暖
化
と
関
係
が
あ

り
、
異
常
気
象
が
原
因
の
一
つ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

私
達
が
物
を

大
切
に
使
う
芙
徳
が
う
す
れ
、
高

度
の
経
済
活
動
と
利
便
さ
を
求

め

続
け
、
大
量
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消

費
す
る
た
め
炭
酸
ガ
ス
が
ふ
え
る

た
め
と
い
わ
れ
ま
す

。

近
く
、
重
信
町
で
も
ゴ
ミ
の
減

量
と
リ
サ
イ
ク
ル

の
た
め
分
別
収

集
を
行
、
っ
そ
う
で
す。

ゴ
ミ
と
関

係
の
深
い
主
婦
が
、
こ
の
機
会
に

町
の
ゴ
ミ
分
別
収
集
に
協
力
し

て
、
資
源
保
護
の
推
進
を
図
り
、

次
の
世
代
へ
健
全
な
地
球
環
境
を

残
す
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思
い
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ま
す
。
婦
人
会
で
も
現
在
、
次
の

よ
う
な
リ
サ
イ
ク
ル
に
全

員
一

向
、
楽
し

く
と
り
組
ん
で
い
ま
す
。

一
、
簡
単
に
作
れ
、
子
に
も
水
に

も
安
全

、
廃
油
か
ら
の
石
け
ん
作

、
，
J
。

ニ
、
生
ゴ
ミ
を
減
量
し
、
良
質
の

堆
肥
を
つ
く
る

「

ボ
カ
シ
」
つ
く
り
。

三
、
牛
礼
パ
ッ
ク
か
ら
手
す
き
は

が
き
・

椅
子
づ
く
り
。

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
を
し
て
み
た

い
方
は
、
是
非
ご
参
加
下
さ
い

。

(
婦
人
全
会
長
藤
岡
惰
子
)

女

性

塾

九
月
十
九
日
、
高
知
県
伊
野
町

へ
研
修
旅
行
を
行
い
ま
し
た
。

伊
野
町
総
合
健
康
セ
ン
タ
ー
で

は
、
在
宅
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク

、
在
宅
ケ
ア
の
体
制
、

在
宅
要
介
護
者
へ
の
支
援
シ
ス
テ

ム
等
に
つ
い
て
保
健
婦
の
吉
永
さ

ん
よ
り
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

重
信
町
よ
り
約
四
千
人
ほ
ど
人

口
の
多
い
伊
野
町
は
、
在
宅
福
祉

に
つ
い
て
は
高
知
県
で
は
先
進
地

と
い
う
だ
け
あ
っ
て
、
ソ
フ
ト
面

の
充
実
を
と
窓
口
を
一
本

化
し
、

各
関
連
機
関
と
連
絡
・
相
談
・

調

整
・

協
力
し
な
が
ら
、
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
の
熱

い
思
い
と
、
行
動
力
の
素
晴
ら
し

き
が
ビ
ン
ビ
ン
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
八
月
一
日
に
オ
ー
プ
ン

し
た
ば
か
り
の
土
佐
和
紙
工
芸
村

や
、
紙
の
博
物
飴
で
は
千
年
の
歴

史
を
誇
り
国
の
伝
統
工
芸
品
で
も

あ
る

「

土
佐
和
紙
」

に
も
ふ
れ
て

き
ま
し
た

。

道
中
、
パ
ス
の
中
で
は
副
塾
長

の
軽
妙
な
司
会
で
ゲ
ー

ム
を
し
た

り
、
歴
代
の
塾
長
が
当
時
の
苦
労

話
を
披
露
し
あ
っ
た
り
の
和
気
あ

い
あ
い
の
研
修
旅
行
で
し
た

。

女
性
塾
生

S
-
K
 

国
際
交
流
サ
ロ
ン

ド
イ
ツ
の
お
話

夏
の
暑
い
日
、
川
内
中

学
校
英

語
助
講
師
の
ク
ラ
ウ
ス

・

デ
ィ
ー

タ
l

・

オ
ル
ト
さ
ん
を
講
師
と
し

て
お
招
き
し
、
故
郷
で
あ
る
ド
イ

ツ
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。

教
育
シ
ス
テ
ム
の
説
明
や
、
緑

豊
か
な
重
信
町
の
風
景
は
故
郷
と

よ
く
似
て
い
る
こ
と
、
又
、
国
際
結

婚
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
来
日
当
初
の

カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
の
経
験
談

等
、
大
変
興
味
深
い
お
話
で
し
た
。

日
本
の
ビ
ー
ル
も
美
味
し
い
か
、

時
々
、
ド
イ
ツ
の
ビ

l

ル
が
懐
か

し
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

(
国
際
交
流
サ
ロ
ン
事
務
局
)

次
な
る
企
画
は
:
:
:

-
J
・
・

L
・
〈
企
冒し
・
L
・
c

・
4
・
p
・
t
・
-
-
b
・
L
• 

い
『

世
界
の
祝
日
料
理

配

.

(感
謝
祭
ど

い

い解
説
を
交
じ
え
て
の
調
理
実

h

t

習
を
行
い
ま
す
。

.
 

• 

1
講
師

ピ
l

タ
1

・
サ
|

シ

・

• 
t

ー
さ
ん

・

川

(
ア
メ
リ
カ
・オ
ハ
イ

u

m

オ
出
身
・
重
信
中
学

官

点

校
英
語
助
講
師
)

一

日
場
所

町
民
会
館
調
理
室

白

川日
時

十
一
月
十
一
日
出

川

清

九
時
三
十
分
l

十
五

虻

・

0

つ

キ
す

­

a・

n
HH

法
定
員

三
十
名

(
定員
に
な

り

日

り
次
第
し
め
切
り
ま

官

胤

す
。
)

い

い参
加
費

材
料
費
の
み

・

十
連
絡
先

国
際
交
流
サ
ロ
ン

1

.

事
務
局
橋
本

i

• 
・

2
六
四
l

一
=
二
五
・
• 

••••••••••••• 
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い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に

消
火
器
を
F

・

重
信
町
消
防
団
で
は
、
消
火
器

の
新
規
購
入
及
び
詰
替
え
の
斡
旋

を
行
い
ま
す
。

近
年
、
出
火
原
因
と
し
て
目
立

っ
て
い
る
天
ぷ
ら
油
に
よ
る
火
災

の
消
火
に
有
効
な
消
火
器
を
家
庭

に
最
低
一
本
は
備
え
て
お
き
ま
し

ト
ふ
ヱ
「
ノ
。

消
火
器
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、

お
近
く
の
消
防
団
員
又
は
、

役
場

総
務
課
(
六
回
ー

二
O
O

一
間
)
へ

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

円位単消火器価格表

型式 {而格 型式 価格

3 1.700 4 3 , 300 
新

き士 4 1 , 900 
ロ口

規 6 4 , 400 
6 2 , 100 

購
替 10 4 , 900 
10 2 , 500 入

20 5 , 700 20 9 , 700 

生
ご
み
を
家
で

処
理
し
て
み
ま
せ
ん
か

生
ご
み
の
減
量
化
を
効
果
的
に

推
進
す
る
た
め
に
、
生
ご
み
処
理

容
器
の
購
入
者
に
対
し
補
助
金
を

交
付
し
ま
す

。

O

補
助
対
象

町
内
の

一
般
家
庭
を
対
象
に
、

一
世
帯
二
個
を
限
度
と
し
ま
す

。

O

補
助
金
額

別
表
の
と
お
り
で
す
。

o

申
し
込
み
期
限

十
二
月
二
十
七
日
(
水
)

O

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

J
A

重
信
町
(
北
吉
井

・
南
吉

井
・

拝
志
各
支
所
)

※
印
鑑
か
必
要
で
す

。

詳
し
く
は
、

役
場
福
祉
課

ま
で

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い

。

円位単生ごみ処理容器価格表

容器の種類 容量
販売価格

町補助金 購入者負担(消費税込)

A 120 Q 6,500 3.000 3,500 

B 130 Q 5.000 2.500 2,500 

C 200 Q 7,500 3.000 4 ,500 

D llQ 1,600 800 800 

E 15 Q 2,000 1.000 1,000 I 

国
で
は
、
戦
後
五
十
周

年
に
あ
た
り
、

・

弔
慰
の
意

を
表
す
た
め
に
特
別
弔
慰

金
を
支
給
い
た
し
ま
す
。

D と E は「ポカシ」専用容器です。

一
支
給
の
方
法

特
別
弔
慰
金
は
、
戦
没
者
一
人

に
つ
い
て
、
額
面
四
十
万
円
の
国

債
で
支
給
さ
れ
、
平
成
八
年
か
ら

平
成
十
七
年
ま
で
の
十
年
間
に
わ

た
っ
て
毎
年
四
万
円
ず
つ
償
還
さ

れ
ま
す

。

ニ
支
給
の
条
件

特
別
弔
慰
金
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
の
は
、
満
州
事
変
(
昭
和
六

年
九
月
十
八
日
)
以
後
の
戦
没
者

等
の
遺
族
の

方
で
す
が
、
平
成
七

年
四
月
一
日
現
在
に
お
い
て
公
務

扶
助
料
、
遺
族
年
金
等
を
受
け
る

方
が
い
な
い
場
合
に
限
ら
れ
ま
す
。

三
支
給
の
対
象
者

特
別
弔
慰
金
は
、
主
と
し
て
次

に
記
載
さ
れ
た
遺
族
の
う
ち
、
次

の
順
序
に
従
っ
て
最
も
順
位
が
先

の
方
お
一
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

ω

平
成
七
年
四
月

一
日
ま
で
に

弔
慰
金
(
遺
族
国
庫
債
券
)
の
受
給

権
を
取
得
し
た
方

山
戦
没
者
等
の
子
。

ω

戦
没
者
等
と
生
計
を
と
も
に

し
て
い
た
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、

兄
弟
姉
妹
(
婚
姻
、
養
子
縁
組
に
よ

り
平
成
七
年
四
月

一
日
に
氏
が
変

わ
っ
て
い
る
方
を
除
く
。
)

凶
間
以
外
の
父
母
、
孫
、
祖
父

母
、
兄
弟
姉
妹

。

閉
山
か
ら
同
以
外
の
三
親
等
内

の
親
族
(
戦
没
者
等
の
死
亡
ま
で

引
き
続
い
て

一
年
以
上
生
計
を
と

も
に
し
て
い
た
方

。

)

四
請
求
の
期
限

請
求
は
、
平
成
十
年
三
月

三
十

一
日
ま
で
で
す
。
そ
れ
ま
で
に
請

求
し
な
い
と
受
給
で
き
な
く
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い

。

詳
し
く
は
、

役
場
福
祉
課
ま
た
は

愛
媛
県
県
民
福
祉
部
高
齢
者
福
祉

課
援
護
恩
給
係
官

四

一
ー

一
二

一
一
(
内
線
二
五
三
六
)
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

E!'l.:ïÞ王室霊童圏

場所

e偽偽偽働悌偽働@歩道・車道に不法駐車をしないようにしましょう@偽悌働働悌偽働匂

日時 11 月 25 日(士) 午前10時~午後 5 時
26 日(日) 午前 9 時~午後 3 時30分

県民文化会館(松山市道後町)

農業試験場跡地(松山市道後一万)
主な行事 ふるさと物産展パノラマ展

技fJJìr.アイデ ィ ア展 ふるさと感謝の広場

えひめの食と文化展 ふるさと市コーナー
ちび、っこ広場

1

・
2
・
3
で
、
キ
ュl
・
ピ
ッ
・
ポ
ッ
。

市内局番の頭に図がつきます2

0掛9-~~-口口口口
ψ 

089-9ムムー口口口口

@ 参隼の12月3目から
松山旭区の市肉周暑が
回目白に納ます。



九
月
二
十
八
日
に
町
民
会
館
で

老
人
福
祉
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
米
寿
該
当
者
三
十
八
名
、
金

婚
式
該
当
夫
婦
二
十
四
組
、
健
康

優
良
老
人
百
二
十
二
名
を
迎
え
、

記
念
品
の
贈
呈
を
し
た
後
、
拝
志

保
育
所
園
児
に
よ
る
獅
子
舞
、
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
・

ク

ロ

ー
バ
ー

に
よ

る

コ
ー

ラ
ス
な
ど
数
多
く
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
顕
彰
者
の

長
寿
と
健
康
を
お
祝
い
し
ま
し

た
。ま

た
、
九
月
十
八
日
に
行
わ
れ

た
老
人
ス
ポ

ー

ツ
大
会
の
結
果

は
、
以
下
の
成
績
の
と
お
り
で
す

。

優
勝
田
窪

準
優
勝
下
林

秋
祭
り
を
前
に
し
た
十
月
七
日
、

町
民
会
館
で
獅
子
舞
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

勘
定

町
内
九
地
区
の
特
色
あ
る
獅
子

・
:

舞
が
披
露
さ
れ
、
全
場
は
お
祭
り

大

ム
l

ド

で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

舞子富
山
市

泊
鏑

15 

第
三
位
南
野
田

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

。

いつまでもお元気で

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
一

環
と
し
て
九
月

二
十
九
日
、
重
信

/

町
西
岡
の
県
道
松
山
川
内
線
で
、

づ

松
山
東
交
通
安
全
協
会
、
東
温
ラ

ト

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
主
催
に
よ
り

付

「
シ
ー

ト

ベ
ル
ト
着
用
キ
ャ
ン
ペ

ρ
川

l

ン
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

国
立

キ

療
養
所
看
護
学
生
二
十
名
も
キ
ヤ

用

ン
ペ
l

ン
に
参
加
し
、
ド
ラ
イ
バ

匙
ヨ

l

に
交
通
安

全
を
呼
び
か
け
ま
し

k
l

レ

手
/
」

・
ノ

近
年
は
高
齢
者
の
死

亡
事
故
が

べ

増
加
し
て
い
ま
す
。
運
転
者
一
人

十

一
人
が
交
通
安
全
の
意
識
を

高

~

め
、
事
故
の
な
い
住
み
よ
い
町
に

ご
」V

l
)
土
ナ
し
ょ
、
っ
。

赤
十
字
巡
回
健
康
講
座

九
月
七
日
、
赤
十

字
社
員
増
強

運
動
の
社
員
に
対
す
る
還
元
事
業

と
し
て
、
「
赤
十
字
巡
回
健
康
講

座
L

が
町
民
会
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た

。

「

阪
神
・

淡
路
大
震
災
に
つ
い

て
L

の
講
演
で
は
、
松
山
赤
十
字

看
護
学
校
専
任
教
師

の
宮
下
佳
生

先
生
が
実
際
に
救
援
活
動
に
当
た

ら
れ
た
体
験
談
等
を

話
し
て
下
さ

い
ま
し
た

。

そ
の
ほ
か
、
赤
十
字
事
業
に
関

す
る
映
画
や
救
急
法
講
習
、
検
尿

・

血
圧
測
定
が
行
わ
れ
ま
し
た

。

住
民
の
声
を
行
政
に

本
年
八
月
か
ら
、
町
関
係
者
が

町
内
十
九
地
区
に
出
向
き
、
身
近

な
地
域
課
題
や
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性

等
に
つ
い
て
、
町
民
の
皆
様
の
生

の
声
を
聞
き
、
行
政
に
反
映
さ
せ

る
た
め
、
町
民
の
方
々
と
懇
談
会

を
開
催
し
て
い
ま
す

。

‘
っ

各
地
区
か
ら
様
々
な
ご
提
言
を

よ

い
た
だ
い
て
お
り
、
こ
の
懇
談
会

ー

を
契
機
に
本
町
の
二
十

一
世
紀
を

し

め
ざ
し
た
行
政
を
進
め
た
い
と
考

に

え
て

い
ま
す

。

、
っ

十
月
末
現
在
ま
で
に

、

十
三
地

よ

区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

川
J

-
E
M
剖

て捨をみシ
」

ぷ#J
 

路
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戸
籍
の
窓

志西下南見検検上横 住
i幸 野奈河 j可 iiiT 
川 岡林田良原 原 林 原 所

山 鎌 惣 鈴安 新市 青 丹
保回回谷木田岡 川 木下
護利 昌 雅広裕雅
者栄一夫 永 宣 稔之穏隆

龍畑芸;{憂?理。j 莱b恵;日佐'Þ彩t 出盆三
ぅ 吾ご ん花か絵4 り い香か !尼

9 9 9 9 9 9 999  生
年月

29 28 22 21 20 18 18 17 12 日

お
誕
生
お
め
で
と
う
/

十
月
十
固
ま

で
の
届
出
分

志 樋 志牛 志下樋 北 牛 住
i宰 i宰 I孝 野
川 口 ) 11 減IJ ) 11 才本口田洲 所

杉 山 上木隅 平 日 吉宮
保原 内野原田松野 川 内
護

丈 i羊千郷史 治王家殺 者夫貢清 介代 男 膳 志

晃~ì晃:健!直2〆l;r~ん美変2ゐ彰T、-員爪 l;! 摘菜t 出生.，大(〈ー ら輝5 文* ~" i 1ilií ~ :尼

9 9 9 9 9 9 9 9 8 生
- ・ ・・ 年月
11 11 10 8 8 8 4 3 27 日

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

見 南下 志 北 牛牛 北織 機 樋山 住
家野 i幸野 野 河河 之
良田中本 川 田湖11 i拘j 田原原、 口内 所

佐 八野 森山 大安 久向向松波昔日
氏山 塚 {中専 杢ず 本 弁保!烏資島 田ムT 

徳、 盟 サ 泰1導 悦 嘉 主‘ 甚 = 名優雄 一子子 子信 之ヱ徳 事

6 50 89 58 79 60 68 72 76 78 69 71 
主早

令

10 10 10 10 9 9 9 9 9 9 9 9 吾E
亡
σコ

9 8 8 5 27 25 24 24 22 22 22 12 日

十
月

六
日
、
町
内

の
各
保

一
育
所
で
、

一
足
早
く

園
児
達

一
が
手
作
り
神
輿
を
か
つ
い
で

一
近
く

の
商
店
街
や
住
宅
街
な

一
ど
を
練
り
歩
き
ま
し

た
。

一
こ

の
神
輿
は

、

上
村
の
高

一市
保
雄
さ
ん
の
指
導
の
も
と

、

一
保
母
さ
ん
達
が
夜
を
徹
し
て

一
一
週
間
で
仕
上
げ
た
も
の
。

一

屋
根
の
曲
線
な
ど
丁
寧
に

一
作
ら

れ
て
い
て
、
紙
で
出
来

て
い
る
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
。

大
切
に
保
管
し
て
、
来
年

の
お
祭
り
に
も
お
目
見
え
す

る

そ
う
で
す

。

⑤791-02 重信町大字志津川972番地 fr ( 0899)64 -2001 (代表)

日(限) 1T 事 名 時間 場所

l 幽

2 (:り

3 (日) 当番医 西本整形外科 重信町田窪 H64-1611 

4 (丹)
お とし よ り健康相談室 (要予約) 1 4 :00 - 16:0。 役場保健婦室
' ・・ ー ー ー ・ ー・ー ー ーー ー ー ーーー・ーー ー -ーー -ー ーー・・ーーー ー ーーーー，司.- - _-ー-ー ーーーー ー ーーー ・ ・ ・ ・

リ ハ ビリ 教室 13:30-15:30 IIIJ 民 会館

5 (刈

6 (7)<) 
自昨し食学:級

1 3 : 30-1 5 : 0。 UIT 民会館
(H 7年8 )こ1 ・ 9 月 生 ま れの者)

7 (ね

8 (翁
中央レデ ィ ース学級講座「重信各地

日IT 民 会館|
の伝統文化を知 る」続いて開講式

13:30-16: 30 

9 (:1:) お話会 14 : 00-15 : 0。 図 菩 自古

不燃物回収日

10(E:l) 再梅雨二二二二二:l imと~ ~~I ;: ~~;:t~寄与3凶郷土史講座 13:30-15: 30 町民 会館
ー-ー ー ー ー・ ー ーー ー ー ー -- ー ー ー ーー-ーー - - -- -- - - - 椅 -- ーー ・ ・・・ ー ーー ー ー ・ ・曲‘ーー ーー-- ・・

当番医 中川病院 松山市南梅本町 H76ー7811

1 l(月)

1 2 (刈 干高舟大学 H央画 r7人の侍」 13: 00- 111]' 民会館

乳児健康診査
~IT 民会館13(7)<) 13:30-14: 30 

(H 7年2 月 ・ 5月 ・ 8丹生まれの者)

行政心配ご と 相談所 13: 00-15 : 0。 役場2階会議室
1 4 (村 ー ーー ー ，事 国 ー ー ・ーー ーー --帽，ーーー- -- --- - ーーー ー ー ー ーーー，・ーーーーー-- --- 司ーーーーーーー宇

中央料理教室 9:30- ~IJ 民会 館

15(針 リ ハビリ教室 13:30-15:30 ~IT 民会 館

16(士)

1 7(日) 当番医 山本内科 川内町北方合66-2066

18(月) おとしよ り健康相談室 (要予約) 14 :00- 1 6 : 0。 役場保健婦室

19(刈

20(1<) 

2Hね 人権相談所 10:00-15:00 重信町役場

22(剣 町立幼稚園第2学期終業式

23(士)
祝 日 のためごみ収集休みます。 m耐に出して下さ い。 I

当番医 泉内科 川内町南方 H66-2226

24(日)
廃棄図書交換市 1院 9:00- ー |図 書 館
当番医愛媛十全医療学院附属病 室主66-5011

不燃物回収日

回定資産税第31H;由民健康保険税第6期納税制限 | 
25(月)

水道使用料10 ・ 11 月 分納期限
ー ーーー- - --・ー・ 4・ ・ーー ー ・_------- ー ー・ ・ ーーー ー ー -- - - --ーーー明ーーーー ・・ ーーー ー ー ーーー ー・ ー 唱

小 ・ 中学校第2学期終業式

26(火) 心配ごと相談所 13:00-15:00 役場2階会議室

27(村

官 庁仕事納め
28(ね ーー ・ー ・・・ ・ー ー ー ー ーーー ー ・ . . ._ - - - - ー ー ー ー-ーー ー ーー-ー ー ・曹司- - -ーーーー---

粗大ごみ回収日

29(剣

30(土)

3 H日)
当番医国立療養所愛媛病院 重信町横河原 H64-2411
ーー 白 』 ー ーー ーー ・ 宇押 E 岬 ー --ーー ー・ ー- ーーーー・-- - ーー ー ーーーーーー・ ・ ーー ー ・・・ ・・ー・ ーー- - -ーーー

1 2 月 3 1 日か ら 、 l 月 3 日ま でごみ収集、 し尿収集は休みます

四国電話印刷側開
州
即

日
ド

〆
ト
「企画商工課編集愛媛県温泉郡重信町発行
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